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§１０ 点の移動
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だけ移動した点なので、その座標は
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Kは辺 ABの中点なので、その座標は
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である。同様に L, M, Nの座標は、それぞ
れ
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である。これより、Kから Lまでの移動は
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となり、NからMまでの移動は
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となる。これらは一致するから KLMN は
平行四辺形である。
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別解 K, L, M, Nの座標を求めるところま
では、上と同様である。

KMの中点は
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であり、NLの中点は
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である。

これらは一致するから、KLMNの 2本の対
角線がそれぞれの中点で交わっているこ

とが分かる。したがって、KLMNは平行四
辺形である。

Ｈ１０.３

2 3x x x   
より、長さ 3x  の辺が最大辺なので、これ

が斜辺である。

ピタゴラスの定理より、 
2 2 2( 2) ( 3)x x x   

が成り立つ。これを解くと、 
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